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体育心理専門分科会シンポジウム

「子どもの身心の発達と学習一運動学習と感覚」

’

!’

司会大阪体育大学鷹野健次

千駄さんの要旨は，運動の発達に関係の深

い感覚，知覚面の諸テヱトとして，①見越し

反応，②音定位，③腕の有意運動による距離

の知覚，④背筋力の再現住⑤緩衝能，をと

りあげ，これを6才，8才,10才の子供に3

年間継続して観察した縦断面的研究によって，

発達の経路をつかもうとしたものである。（

他方横断面的研究は別に研究室の既に研究

された結果があるj縦断面的に追求した結果

と横断面的に把握した従来の結果とつき合せ

て，6才-12才の間の発達の径路を一言で言

い表わすような一貫性を見つけるのはむずか

しい。とくにデータに忠実になればなるほど，

法則性を発見するのがむずかしいようである。

（縦断面的研究はいわば個人差の法則性を出

すものであるから，十分に多数の資料を得れ

ばその平均は横断面的研究の結果と一致する

であろう。外部情況の著しい変化が3年間の

間にない限り。そこで，縦断面的研究の結果

は，その解釈において，できるだけ個人の特

注との関係において原因を追求することはで

きないか。何故あるときに促進があり，ある

ときに遅滞があったのか，個人にさかのぼっ

て因果関係をつかむことはできないであろう

かj

調枝さんの研究は，幼児の能力の発達過程

における積極的エラーの意味を強調するもの

である。発達を考える掲合に，成人の基準で

シンポジウムの司会を仰せつかったが，一

応引受けたつもりで居りながら，演者との打

合せをせぬま出日が経ってしまい，事務局に

も，演者にも多大の迷惑をかけ宣した○各演

者から提出いた苫いた発表の要旨を読ませて

いたrき，現段階で考えている'ことを書いて

見ようと思い室す◎

藤田さんの研究は，全身選択反応を課題に

して，練習に伴う反応時間(RT)の短縮を

観察したのであるが，その場合RTを規定す

る諸過程を各相に分け，感覚器の時間，意志

決定の時間，効果器の時間に分析すると，幼

児の発達においては,RTの遅滞の原因は意

志決定の時間であることが明らかにされたO

これは成人においても同様に言えることであ

り，トレーニングの効果はその多くが効果器

よりも意志決定の時間の短縮に現れるという。

こ世から一般化して，運動の巧みさの発達や

進歩は，多くが成熟の要因よりも学習の問題

であると結論する｡(ユキルの運動反応面は成

熟によって発達するが，認知面は学習によら

なければ猿得されないと言う意味であるが，

,,才以前の子供には，この学習を制約する制

限因子が何であるのか，専ら経験的要因と考

えてよいのか，神経系の発達というような意

味で発育の因子に結局帰せられるものがある

のか，このあたりも考えていたgきたいと思

い室す』
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あるところの既成秩序への接近を目途にするさて，昨年のシンポジウムとの関連を考え

のは，社会化学習の考え方からして当然であると，教育における「能力と人格の発達」が

るけれども，その接近の過程において，エラとくに幼児期を中心に考えられているとき，

－を結果からのみ判定しては，幼児の発達の体育心理の立場から近藤氏，藤巻氏，田中氏

本質がつかめない。誤りにはほかにもっと積は，それぞれこMこ直接問題になる点につい

極的な意味があるdこの観点から，従来からて，示瑳に富んだ提案をされた。これらの現

続けている系列学習の研究結果を分析して，代の問題を解決するためには，問題の所在を

AnticipatoryResponseとしてのエラ明らかにする研究と，如何にすればそれが克

一と,Omissionとしてのエラーを区別す服されるかという教育の方法の研究と，それ

ることができる。期待的反応は一種の探索行に対する理論的根拠を与える基礎的研究力；

動であるから，感受性の訓練を目的にする運同時に行なわれねばならぬと思うが，今回の

動の発達の教育においては，それ故，推奨す3人の研究が，基礎的研究としてこ＆にどの

べきエラーと，修正されるべきエラーを区別ように結びつくかを考えてみたいと思ってい

しなければならない。きす｡

（学習課題を運動のプログラミングの観点以上，随分と乱暴な書き方をし玄したが，

からみるとき，調枝さんの系列学習と，藤田演者の方の要旨の誤った解釈もあるでしょう

さんの全身選択反応の熟練とは関係するとこし，失礼の段は別として，今後，各氏と連絡

ろが深いと思う。童た，千駄さんの研究では，をとって，発表の日をでにはできるだけの努

数値の結果からみると遅滞や後退のように見力をしたいと思っています｡私のところには

えるところも，内面的な質を見れば，あるい文献もありませんので,､会員諸氏には，必読

は積極的エラーが含童れているかも知れない。の書を是非お教えいた苫き，かつ一時お貸し

このあたりを，三者相互の関係をお互に検討下さいをすよう，この場を借りておれがいし

していた苫き，幼児期の発達の特性が発見さ童す。

れれば興味深いJ()の部分は鷹野の私見です。

全身選択反応におよぼす学習の効果
．－発達からみた－

日本大学藤田厚

子供達を観察すると，“運動神経のにぶい計50名である。

子”は周囲の状況変化に注意を向けるのが遅小学生グループの比較によって次のことが

く，玄た状況判断や反応の決断に遅れがある明らかになった。すなわち，反応時間は年令
ように見えるので，巧みな動作の発達を全身が進むにつれて急激な短縮を示し，’2才で成

的な選択反応事態でとらえてみようとした。人の水準に達するが，それは，眼球運動や脚

シールドした薄暗い実験室内で，跳園台の部の筋収縮の速さなどの末梢過程にかかわる

上に立った被検者は，前方右または左側方の時間相が短縮するからではなく，刺激を弁別

周辺視野に現われた上向きまたは下向きの矢・認知し，反応の決断をすることなどの中枢

印を中心視でとらえ，それを弁別・認知し，過程にかかわる時間相が年令とともに短縮す

反応様式を決断して，その場で高い跳園室たるからである。そしてそれはまた，反応の予

は低い跳願を行う。跳顕による床圧の変化備動作である脚部のまげ動作の潜時が年令と

被検者の眼球運動および脚部の筋電図は，そともに短縮して眼球運動の潜時に接近するこ

れそれ次室のオシログラフの上に記録されたとと関係している。発達に認められたこれら

後健，反応時間がいくつかの時間相に分類さの傾向は鍛練効果の面にも同様に認められた。

れた。被検者は男子6,9,12歳の小学生および，すなわち，スポーツマンの反応時間は非スポ

大学生ユポーツマンと非ユポーツマン各10名，一ツマンのそれより短いが，それは，前者の
－2－



刺激の弁別・認知，反応の決断などの中枢過

程に要する時間が後者のそれより短いこと，

また，前者の脚部のまげ動作の潜時が後者の

それより著しく短い上に眼球運動の潜時とほ

ぼ一致していることなどであった。

以上の結果から次の結論が導かれた。眼球

運動と予備動作である脚部の童げ動作が総合

されて時間的に接近して調整されるようにな

ることが，刺激を弁別・認知して反応の決断

をするという中枢過程時間を短縮するのに必

須の条件と考えられるが，この重要な統合化

の傾向が発達面においてもまた鍛練効果の面

においても同様に認められたことから，巧み

な動作の発達には成熟よりむしろ学習の方が

大きな規定的要因となっているのではないか

と思われる。

運動遂行に関係の深い感覚知覚面の発達

京都教育大学附属桃山小学校千駄忠至

子どもたちが校庭であそぶ様子を観察して．軽いバットやバトミントンやテニスのラケッ

いるといろいろなことを発見する。例えば子卜をパットのかわりに使用する。人気のある

どもたちが好んで行っているハンドベーユポのは，プラユチックのパットである。ポール

ールの場合，年令によって次の様なちがいがは5年生頃までは軟式テニュポールよりやや

みられる。1年生ではハンドベーユポールは大きくそしてかためのゴムポールである。し

ほとんどしない。しかし，2年生になると2かし，6年生になると授業で使用したポール

学期頃よりはじめだす。平手でポールを打つよりやや小さめのポールを使用し木製のバツ

がなかなが打てない。しかし打つことに最大卜をふりまわし楽しんでいる。

の興味がある様である。ランナーをアウトに2年生であまりあそべなかった子どもは，

する場合も，補球した子どもがランナーを追仲間に入るためには3年生でかなり苦労をす

いかけてタッチする。る。学年が進むにつれこの点はさらに厳しく

3年生になると補球も投球もかなり正確になる。5年生，6年生になると新らたに加わ

なってくる。よくはずむゴムポールを器用にる子どもはほとんどいない。これが毎年くり

素手で補球する。打つ場合も素手である。は＝返されているハンドベースボールやソフトポ

じめは平手が多いが次第に挙で打つ様になる。－ルの状況である。

試合の得点も20対15という様に大量点が特徴この様な使う道具や打ち方やあそび方の相

である。4年生になると打つとき，手袋をは違などは単に年令に応じて変化するものでは

め挙で打つ。より強く振りより遠くへ飛ばすなく，子どもの感覚，知覚の発達と密接な関

ためである。5年生になるとプラユチックの係があると思われる。

子どもの運動適応と反応エラーの問題

一積極的に誤る能力の意義一

広島大学総合科学部調枝孝治

○「子どもの身心の発達と学習」というテ子どもの運動学習で問題にしてみたい。

一マで，昨年にひきつづきシンポジュームが

行なわれる。今年はとくに，運動学習と感覚○これまでの学習理論や教育過程は，子ど

についての討議が中心となるが，私自身の主もが発生する反応エラーを偶然で変動の大き

要な関心は，どちらかというと子どもの運動い雑音とみなす傾向があった。しかし，人間

学習にある。それも，子どもの運動学習事態をひとつの適応系(芹十分な事前情報を行動
における反応エラーの積極的意味づけにある。過程で補いながら系が自己の栂造を変化させ

運動によるさをざまな雲境に対する適応過て，系に課せられたある目的を達成すること）

程で示される，積極的に誤る能力の価値を，とみなした場合その運動発達の溝造変化を
－3－



関らかにすることか襄求さ謀るg o積極的な悪ラーの重妥性を説明する概念

連動学習に即していえば，学習(こよって麦としては，「ゆらぎ」「自由度増大」「拡散」

定となった系からより高次の系へ移行するに「むだ（冗長度）」「，カオヱ(無秩序）」「ラ

は，その安定系を不安定系（自由度増大）にンタエネス」聡造不安定系」「エントロピー増大」

して新しい変化に応じなければならない。こ「フィードフォワード」といったものが考えられ

の過程で示される反応は患そらく学習基準かる。これらの概念と子どもが示す積極的エラ
ら考えれば，大部分エラーとして分類される一の機能的等価性を明らかにしたい。

反応になることが考えられる。○紙数の制限で，十分参考になる考え方が

子どもの系列反応学習における実験を通し提示できないが，最後にどうして「秋極的に

て，これらの問題を浮きぼりにすると同時に，誤る能力」というような誤解を招きかねない

「積極的に誤る能力」を説明する概念を提示問題に首をつっ込むかといえば，それは，「

し,子どもの心身を阻害する要因についてユ最近のこどもは遊輪向という嘆きに少し
べキュレーションを行ないたい。でも納得のいく解答が出したいからである。

＊黒川。田村（1971）「制御行動における適応と学習」生物物理,Vol、11,Na3．Pp.11-16

会員から

今年のシンポジュームをめぐっておもうこと
日本体育大学西條修光

で“人間のからだ”らしさがなくなってきて

いる.といえよう。

このようなNHKの放映をみるにつけ，最

近のブームともいうべき状況をみるにつけ，

昨年よりの本分科会のシンポジューム“子ど

もの身心の発達と学習”というテーマはタイ

ムリーなものであったといえる。同時にこの

ことは，テーマの設定に終らず，一刻の猶予

も出来ない課題の解決への道すじを迫られた

テーマなのではと思われる。

さて，このような状況のなかで今年は，昨
年よりのテーマを引きつぎ，感覚の問題に焦

点があてられ討論が進められる。今年のテー

マの意義について筆者なりに思うことをのべる1

かってルソーは「・・体力だけを訓練しては

いけない。体力を指導するすべての感官を訓

練せよ。．．」と，感覚の訓練の大事さをのべ

ている。このいみを筆者なりに考えると次の

2つとなる。

’つは感覚器官は外界や内界からの情報を
キャッチする役割をもっていること。体育と

のかかわりで考えると，運動を十分に行ない

技術をある一定のレベル以上にまで高めてお

かないと，外界からや，自分のからだの動き，
調子といった内界からの情報を正確にキャッ

チ，判断行動ができないのではと考えられる。
－4－

「体育の日」の前日10月9日にNHKで放

映された特集「警告〃子どものからだは蝕ま

れているﾉｮは，体育を専攻する我々にとって

衝撃的な内容であった。それは')調査ユタッフ

のユニークな研究法，2)子どものからだの“

危機”ともいうべき状態からである。

，)については，新聞の特集記事や研究会，

現場の教師，父母との話し合いを通じて，最

近の子どものからだについて変だと思われる

点を分析し，アンケート項目を選定したこと

です（別表1）。子どものからだについての

全国的なデータがない現状からは，このよう
O

な生の声を大切にするという研究法が大切で

はと考えさせられた。さた国民の域このごろ

の子どもは体力がない”という素朴な感じと

文部省の体力，運動テユトの結果とのズレを

とくという意味からも大切な研究法ではと考

えさせられた。

2)については，全項目のなかでとくに顕著

と思われるものを別表2に示したoこの結果

をみると昨年の「曲り角」でシンポジューム

の司会円田善英氏がのべていたことを裏付け

る形となっている。つまり最近の子どもたち

のからだは“変化”してきたというよりむし

ろ､､危機”と呼ぶにふさわしい状況ではと考

えられる。まさに頭のてつぺんから足の先ま



もう1つは人間特有の知能の発達の基礎に

は，成覚の発達があるのではということ。と

くに感覚のなかでも，運動実施の際筋肉の徴

妙な働らきをつかさどっている固有受容器が

大切な役割を果たしているのではと考えられ

る。フランスの心理学者ヴィオーはその箸「

知能」のなかで，からだをとおして学び，言

葉では説明出来ないが，実際には間違いなく

出来る，いわゆる職人の労働にみられる知能

を「実用的知能」と呼びこの知能は人類の長

い歴史のなかではじめにあらわれ，それをも

とにしそ「論理的・合理的知能」を渡得し，

私たち人頻が自然の法則をわがものとし，進

歩してきたのではとのぺています。このこと

を考えると，遊びや運動といった自分のから

だを動かすものはさまざ玄な感覚とくに固有

受容器の働らきを促がし，同時に実用的知能

の猿得をも促がすのではと考えられる。つ童

り，遊びや運動をとおして学ぶ実用的知能の

護得は，子どもたちがヒトから人間へと発達

していくすじみちのなかで，どうしてもなく

てはならない大事なことと考えられる。

別表1． r子どものからだ』アンケート項目

(NHK・日体大体官研究所）

1．つまずいた時など、とっさに手が出ないで頭や顔からぶつかって、頭や顔にケガをする子が
いる．

2．まばたきがにぶく、目に虫やゴミ、あるいはライン引きの石灰などが入った子がいる。
3．頭がよけられなかったために．承一ルが目にあたった子がいる。

4．厘を舐ンとたたいたりした時、ぷよんとした悪上で．反射的に厘筋が緊張しない子がいる。
5．なんでもないような時に骨折する子がいる。

5－いつ骨折したかわからないうちに骨折していて、特に痛みを豚えない子がいる。

7．夜褒ている時、膝や肘や足首などの関節が痛くてねむれないと脈える子がいる。
8．オスクート．シユラツテル痛（腰の骨の異常発育で痛む）の子がいる。

9－土ふまずの形成がおくれて冨平のために遠足で長く歩けない子がいる．

,0．立ちなおり反射が純〈、ちょっとしたでっばりにもつまずいて、よく転ぶ子がいる｡
],．内またのために、なわ跳びで足がひっかかったり、ドッチボールなどで転ぶ子がいる‘
]2．いつもつま先立ちで歩き、立っている時も睡が下につかない子がいる。

,3．骨錠の発達が悪く、トレパンがずれおちる子がいる。

,4．r気をつけ」の姿努の時、皿が前にでっばっている子がいる。

,5．椅子にすわっている時、背もたれによりかかったりへほお杖をついたり、じっとしておれず‘

ぐにやぐにゃになる子がいる。

16．脊柱異稚の子がいる管

,7．そのなかに側野症の子がいる。

18‐脊柱異常とまではいかなくても、背すじがおかしな子がいる。

19．刷甲骨の発育が悪く、左右の大きさ力遮ったり、左右の高さが対称でない子がいる‐
20．懸垂が，回もできない子がいる．斜蛭垂が1回もできない子がいる。

2,．朝礼の時などにうずくまったI)、倒れる子がいる。

錘．朝からあくびをする子がいる。

23‐大睦の興奮水準が低く、授業中、目がトロンとしている子がいる。

24．休み時間、ボーッとしていて、なにもしない子がいる。
25．こどもの身体にさわると、こどもらしい温かさがなく、体猩の低い子がいる｡

26．あまり汗をかかず、こどもらしい汗くぎさのない子がいる‘

27．手でも足でも、ヌルヌル、グー・ヤグニャしたものにさわるのをいやがる子がいる｡
28．はだしになって歩くことができない子がいる。

29．手指が不器用でぞうきんをしぼれない子がいる‘

30．手詣の不善用さに統いて、腕の不器用きが目につく。例えば、弱い力で近くの目極に物を投
げ入れることができない子がいる。

31．棒のほりをしても足うらを使えない子がいる。

32.まつすぐに走れないで、蛇行してしまう子がいる患

33．遊んでいる時、キーッといった意味のない奇窪を発する子がいるc

34.首すじがはったり、屑こりを酢える子がいる’

35．腕のしびれを脈える子がいる噂

36．腰痛を豚える子がいる。

37．脚気の子がいる。

38．貧血の子がいる。

39‐商血圧や動脈硬化の子がいる。
“・心厘病の子がいる．

41．糖尿病の子がいる。

哩．神経性の冑かいようや十二拒田かいようの子がいる｡
43．アトピー性皮ふ炎やじんましんなどのアレル考一性疾皇の子がいる。
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別表2序どものからだ｣アンケート結果

対象1000校

回答(4←577中－226高-80校）

以下の結果は域最近目立っている”と答え

た学校のパーセントである。(NHK放映分）

第5回日本スポーツ心理学会について

11月26日に東京・笹川記念会館で上記の大

会が開催された。本年は8演題が発表され活

発な討論が行なわれた。また本大会では米国

フロリダ州立大よりR.N.Singer教授をお招

きして蚊SportsPsychology:AnOver-

view恥という特別講演が行なわれた。なお

大会での発表内容はスポーツ心理学研究Vol.5

Nnlに掲載される予定である。くわしいことを

お知りになりたい方は上記学会事務局(mO3

（329)1151日大文理．体育学研究室内）へ

お問い合せ下さい。

日本体育学会評議員の変更につし､て
〃

さきにご連絡しました評議員の選挙の結果

松田岩男．末利博両氏が当選され室した。し

かしながら両氏が理事に選出され先例にな

らい規程にもとずき，次点の2名を繰上げ当

選としました。その結果柏原健三（大教大）

と加砺対鰄画面函謂瀞議員となりました。

会員名簿について

旧会員名簿が昭和51年に作成されてから，

はや2年がす電住所移動や所属の変更が多

く，新会員名簿を作成することになり食した。

つきをしては，会員の皆様の中で旧名簿から

住所．所属．姓名の変更がある場合，54年4

月1日玄でに事務局へご連絡下さい。

体育心理学研究会会報

「曲り角」

昭和53年12月1日発行

代表松田岩男

編集長田一臣

円田善英

西條修光

連絡先東京都世田谷区深沢7－1－1

日本体育大学体育心理学研究室内

体育心理専門分科会事務局

電話（704）7001（内）278

編集後記

今年こそ会報を年2回と思っていたが，と

うとう1回だけになってし浅い左した。この

ままではシンポジウム連絡紙になってしまい，

早晩会員の皆様からおしかりをうけるのでは

と安じていをす。弁解させていただくと，今

年の場合，学会での理事，評議員の改選の年

にあたり，連絡の為の郵送料だけで財政的に

は大変だったわけです。来年こそ何とか工夫

をして発行したいと考えています｡(S)
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項目番号 小字校 中学校 高校

１
２
５
６
９
０
８
１
２
４
１
４
６
９
２

１
１
２
２
２
３
３
３
３
４

41

68

鞠

89

92

91

85

52

58

82

44

79

67

77

42

57
市地押市耕大都

、4

85

94

92

76

87

88

53

62

84

82

95

74

68

65

40

14

25


